平成２４年度　政務調査費　先進都市調査報告書
	会　　派　　名
	公明党室蘭市議会

	議　　員　　名
	細川昭広・砂田尚子・柏木隆寿

	調査実施年月日
	平成２５年１月２２日（火）

	調査先　自治体名等
	愛知県　名古屋市

	調　査　項　目
	「集団認知行動療法プログラムによるリワーク支援プログラム」について

	調　査　目　的
	うつ状態により、離職（休職）している方が復職、再就職の準備を高めるプログラムを実施し、社会復帰を支援する事業について調査


	報告内容

実施したこと
	１　視察先（市町村）の概要

　人口：２,２６８，２９８人　　　行政面積：　326.43ｋ㎡

２　視察内容
　名古屋市精紳保健福祉センターでは、Ｈ２４年度から気分障害圏又は神経症性障害圏の方を対象に「リワーク支援プログラム」を開始し、集団認知行動療法によって復職、再就職の準備を促す事業をスタート。認知症（記憶障害）の治療法ではない。認知行動療法とは、「認知」が「気分」と「行動」互いに影響しているという前提に基づき、非適用的な行動や認知を合理的に修正し、問題解決を通してセルフコントロールを体系的に学び、自立した生活を送ることができるように支援する、短期で構造化された治療法。プログラムは、基本コースと応用コースがあり、原則、水・木曜日の２時間程度の通所により実施しています。基本コースの受講者は２９名（実人数）で復職２名、就労２名（福祉就労）、応用コースの受講者は１６名（実人数）で復職２名、職業訓練校入学１名等の成果となっています。（Ｈ２４.１２.末現在）


	感想（まとめ）

本市へ生かせること等
	名古屋市は、市民の精紳保健衛生に取り組み歴史が古く、歴代の所長は精紳科医。センターの年間運営費は、約１.２億円（人件費除く）。うつ病患者の家族教室やゲートキーパー研修なども実施。保健所機能も併設しており、土日夜間に無料相談も実施している（要事前予約）。全国で自殺者数が３万人を切ったとはいえ、高い数字であり、その要因とされるうつ病患者は社会状況の変化による精紳的健康状態の悪化などにより、男女を問わず増加しています。その意味では、今回調査した集団認知行動療法によるワーク支援プログラムは、短期間で多くの患者を治療できること、患者が自分だけではないという認識に立ち、孤立感なく治療に励めることなどのメリトオを感じました。課題としては、増加するうつ病患者に対応するスタッフの充実が求められ、うつ病患者などは一人に対応する時間が長い割りに、保険点数が低いため、精紳科医が不足ぎみの状況では、マンパワー確保や事業充実のための予算確保についても国の支援が必要ではないかと感じました。本市は、市立病院の精神病床を縮減し、通院治療による地域移行を図ってきたわけであり、今後は、集団認知行動療法などを取り入れて、患者の社会復帰を支援する取り組みも必要と思う。雑談ではあったが、市職員のメンタルヘルスについて伺ったところ、業務のストレスもあり、最近は休職等の職員が増加傾向にあるとのこと。本市においても、ゲートキーパー研修の実施など、職員の精紳健康保持に努力すべきと感じた。


